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第13回倫理委員会議事録

１.日時：平成27年6月12日（金）


午後12：00～12：30

２.場所：第一会議室

３.出席者：多田理事長、鈴木院長、雅楽診療部長、君塚薬局長、大吉事務長、田中

４.配布資料：倫理審査申請書および資料6枚

５.審査内容議題

「日本骨折治療学会運動器外傷データベース(DOTJ)における四肢長管骨開放

性骨折症例の登録事業について」

審議を踏まえ、申請を以下の通り承認とする。

①本調査は、日本における四肢長管骨開放性骨折の手術・治療情報を登録し、外傷治療成績の向上をはかる整形外傷登録制度であり、集計・分析することで、全国レベルでの医療水準が明らかとなり、各施設や地域、国との間での比較が可能になる。　　　　　　　　　　　　

②対象者に「DOTJ(日本整形外傷データーベース)」説明書を渡し、本人の許可をとり、データーを入力するものである。


③期間は定められていない。


④データーが匿名化され外部からの不正な侵入に対しては厳格に保護されている。


⑤データーベースへの登録を取りやめたい場合は、担当医に連絡を入れ、いつでも登録を中止することができる。
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